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「CHUGAI ONCOLOGY」の新たな展開 
患者さん向けウェブサイト「がん情報ガイド」の開設について 

 

中外製薬株式会社［本社：東京都中央区／社長：永山 治］（以下、中外製薬）は、本日、が

ん領域のトップ製薬企業として、「患者さんが希望をもって前向きに立ち向かえるがん医療の

実現」を推進するために、新規ウェブサイト『がん情報ガイド』を開設いたしました。本ウェ

ブサイトでは、業界初の「ナビゲーション」手法を用いて、患者さんの状態に合ったがん治

療や心のケアについての情報をステップごとに専門家がわかりやすく解説しています。 

 

また、あわせて医療関係者向けのウェブサイトについても必要な情報にアクセスしやすく、

よりわかりやすい内容に刷新いたしました。さらに、2005 年より展開してきましたオンコロ

ジー領域広告「そして医療現場へ」篇を、患者さんが希望をもってがん医療に立ち向かえる

環境づくりに貢献する中外製薬の決意を表す「私たちの願い」篇にリニューアルし、今後様々

な場面で展開してまいります。 

 

中外製薬は今後も、がん領域のトップ製薬企業として医療関係者のみならず患者さんやその

ご家族から信頼・評価される活動を行ってまいります。 

 

患者さん向けウェブサイト「がん情報ガイド」（http://gan-guide.jp） 

中外製薬では「がん情報ガイド」の作成に先立ち、がん患者会の皆様へのヒアリングや Web

アンケートを実施し、患者さんがどのような情報を求めているのかを調査したところ、以下

が明らかとなりました。 

 インターネット上には様々な情報が混在し、有用な情報にたどり着くことが出来ない 

 学術情報の理解や医師とのコミュニケーションを円滑にするには基礎的な医学知識が

必要 

 インターネットを使いこなすにも知識や経験が必要、など 

 

中外製薬はこれらの課題を解決するためには、標準治療の普及とそれに必要な情報へのアク

セスを改善、患者さんが自分に最適な治療や支援のための情報を入手・選択・理解し、がん

に希望を持って立ち向かえる環境づくり、「自分の命を守り、自分の人生を生きる」ためのイ

ンターネット活用術の提供が不可欠と考え、ウェブサイトの構築を行いました。 



「がん情報ガイド」では、患者さんに有益な情報を提供するために３名の専門家に、それぞれの

立場から執筆・監修をお願いしました。 

 疾患、現時点で受けることができる最良の治療（標準治療）、体のケアについて 

癌研有明病院メディカルディレクター 名誉院長 武藤徹一郎 先生 

 患者さんやご家族の方に知っておいて欲しいこと（治療をうまくすすめるためのコツ、社会

制度、心のケアなど） 

諏訪中央病院 名誉院長 鎌田實 先生 

 インターネットを使った情報収集（ウェブサイトの種類や特徴、情報の質の見分け方、情報

収集に欠かせない検索サイトやツールの使い方など） 

帝京短期大学専攻科臨床工学専攻 教授 諏訪邦夫 先生 

 

医療関係者向けウェブサイト（http://www.chugai-pharm.co.jp/hc/oncology/domain） 

「がん情報ガイド」開設に先立ち、医療関係者向けのウェブサイトのリニューアルも実施しまし

た。「がん種別」「ステークホルダー別」など、コンテンツへの入り口を明確にすると同時に、様々

な事情により国際学会や国内イベントに参加できない医療関係者に向けて、最新の話題をタイム

ラグ無く提供できるような工夫も盛り込み、より充実したコンテンツといたしました。 

 

オンコロジー領域広告（「私たちの願い」篇） 

新たな広告については、患者さんの視点に立って作成することを心掛けました。患者さんが希望

をもってがんに立ち向かえるがん医療の実現のために、中外製薬が行なっている、革新的な医薬

品の研究開発・生産・情報提供、各種セミナーをはじめとするがんに関する様々な活動を

「CHUGAI ONCOLOGY（中外オンコロジー）」と名付け、その思いをビジュアルとコピーで表

現しました。やさしく差し伸べられた手の平の中で光る青い球体は、がんに立ち向かう患者さん

やご家族、医療関係者をはじめとする全ての人の希望を象徴しています。また、結びのコピー「が

ん医療の最前線で、ともに。中外オンコロジー」は、すべての医療関係者が患者さんとともにが

んに立ち向かえるよう、EBM に基づいた最新のがん医療（標準治療）の普及に中外製薬も一緒

になって貢献していきたい、という決意を表しています。 

 

中外製薬は、「製薬企業は医薬品の製造・販売と同時に、その製品に関わる情報を提供する主体

でもあり、医薬品の品質と情報提供に責任を負っている」と考えております。この考えにもとづ

き、インターネットを主たる手段として、正確な情報を迅速に医療関係者のみならず患者さんや

ご家族にもお届けすることで、患者さんと医療関係者とのコミュニケーションの促進、コンプラ

イアンスの向上、ひいては医薬品の適正使用の推進に貢献できればと考えています。 

 

以上 











「私たちの願い」篇


